
令和元年度事務事業実績評価表
１ 事業概要 課名 企画課 事業No. 27

事務事業名 企画調整事務
会計 一般会計

事業区分 政策 実施区分 継続
開始  終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
   
   
   

分野別計画
  
  
  

法令・例規等
○ 飯田市庁議規程
  
  

事業目的
対象 市政の課題

意図 適正に調整する

２ 事業内容

1年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
　市政経営に係る高度で専門的な情報を収集するとともに、
関係する機関や幅広い人的なネットワークを構築することに
より、変化の激しい時代における市政の課題の調整に取り組
みました。
　また、今後を見据えた事業に関する先進地への視察や各種
研修への参加を通して、直接現状を把握するとともに、既成
概念にとらわれない考え方を学びました。

国、県等会議参加旅費 341
全国過疎地域自立促進連盟負担金 47
南信州アルプスフォーラム補助金 270
日本経済研究所負担金 120
  
  
  
  
  
  
その他の経費 366

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位 平成29年度
計画 実績

平成30年度
計画 実績

令和元年度
計画 実績

令和2年度
計画 実績

出張回数 回 24 26 24 29 24 35   
政策協議開催 回 24 26 24 26 24 24   
部長会議開催 回 15 21 15 21 15 16   
主管課長会議開催 回 12 13 12 13 12 11   

          
          
          
          

1年度
決算

(千円)

予算額 1,463 特定財源内訳及び補足事項
決算額 1,144  

財源の
状況

国庫支出金 0
県支出金 0
地方債 0
その他 0
一般財源 1,144

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計 款 項 目

大
事
業

中
事
業

予算額 決算額 中事業名(科目名称)

1 1 2 1 9 10 1 993 707 企画調整費

2 1 2 1 9 10 2 470 437 各種負担金

3          

4          

5          

6          

7          

振返り課題認識
必要に応じて庁議を臨時で開催するなど、調整機能の強化、具体的な案件調整を積極的に行い、市政全般の課題解決に迅速
に取り組むよう努めているものの、幅広い市政の課題に対し、調整すべき課題が多様化・複雑化し、量も増大化する傾向に
あります。また、人的ネットワークの拡大を図り、市政に有用な情報を集め活用していくことが重要です。

上記の課題解決
のための有効策

各部局との連携を密にし、情報や知見を得るとともに、庁内の連携力を高め、横断的な体制で課題解決に取り組むことが必
要です。また、関係する団体との積極的な連携・交流を通じて情報を集める必要があります。

次年度に向けて
の取り組み

庁議の充実、調整機能を強化し、課職員が担当部局と一丸となり課題の把握に努めます。また、課題に対して横断的な体制
で取り組めるようを進めていきます。併せて、視野を広く新たな考え方を持つために、関係する団体との交流や外部への研
修機会を積極的に活用していきます。
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